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 明けましておめでとうございます！ 今年もよろしくお願いします！ 前号の続きです。 

 カットのメリットは、動きの連続性です。ボールをどんどん回して、どんどんどんどん動きを増やした

いときはスクリーンを使わずカッティングを使った方がいいです。目的はクローズアウトです。 

 １１０で紹介したように、パス＆ランでカッティングやドライブで崩すことで、クローズアウトを作

っていくことが５アウトオフェンスの大きなコンセプトになります。 

 カッティングした選手にボールが入らない場合は、原則として逆サイドに切れます。トップの１番が

右ウイングの３番にパスした後カットしたとします。１番は左コーナーに切れます。左コーナーにいた

４番は左ウイングに上がり、左ウイングにいた２番はトップに上がります。このような動き（それぞれが

ズレてスペースを取る）をリプレイスと言います。味方同士がくっ付いてスペースが狭くならないため

です。 

 このようにカッティングとドライブで、クローズアウトを誘いアドバンテージを作り、リプレイスで

スペースを作りながら攻めるのが基本の一つ目です。ここで②や③のスクリーンプレーを説明する前に、

５アウトオフェンスのねらいとカット＆ドライブの具体例書きます。 

 ≪５アウトオフェンスのねらい≫ 

   ◎ポジションにこだわらず、選手をオールラウンダーに育てる 

   ◎サイズがないチームが、ペイントエリアのスペースを攻めるオフェンス 

 ≪具体例≫ 

１ リード＆リアクト ※図に描いて動きを確認すると分かりやすいです。 

    ボール優先でボールに合わせるオフェンス。普通モーションオフェンスは、オフボールのとこ

ろで計画するが、リード＆リアクトはボールを持っている人はとにかく攻める。そのボールの

動き対して４人が合わせるオフェンス。 

    ボールを持った人は DEF を見てシュートを構え、かけ引きをして DEF を破って攻め、周りが

合わせて動くようにする。 

１１０のアライメントで説明すると、１番が右ドライブでペイントを攻めたとする。右コーナー

の５番はバックドアで逆サイドにカットし、右ウイングの３番は空いた右コーナーに動く。逆サイ

ドのウイングの２番は、１番のドライブで空いたトップへ上がり、４番は左ウイングに上がる。こ

の動きをサークルモーションと呼ぶ。 

    トップの１番が右ウイングの３番にパスし、３番がミドルへドライブすれば、１番はアウェー

して左ウイングにカットし、左ウイングの３番は左コーナーへ動き、左コーナーの４番は、逆サイ

ドへ移動する。右コーナーにいた５番は、３番がいた右ウイングに上がる。この動き方は、逆サー

クルモーションの動きになる。                                  

    このようにして、まずボールマンが仕掛け周りが合わせる攻め方をリード＆リアクトと呼ぶ。 


